
どε

『

１
．■
Ｊ
．

∫`

彗
謳

イハラ トミオ
霧蔦
‐
護T甍正

番 1 号 102
24年  7月分

竃獣従量電灯B

ポケな、1甥 しく

:L:1寛
1瑠》lti奎
熱120量難襟

使用

上ヒ

―
レ

ιフ

万― 計画停電を4
計器番号

当月指示数
前月鮨示数

こ参考 :前年同月

対前年同

453

35635
84515

財嘔 鶉躙睫颯勒蒻躊

夕 滓

颯幸鰤 :| ¶ 歯 凄 llk糀 勒絣

薇趙んは飲磯萬扮饂錮。でもソ予軋～鰹||

『巫レ趙ってないて

「

スト孵ふれる
「
罐|!』

鰊政唸輻,3籐 ζl´ 轟づ重諫:饉繹 |]

ワスら(勢 &習へ|た 婦ヽス

二んζ■ちはcが ゅえ:|… 過4倉編集晨善患一ぶずて。
くな《|よ りたc●感、1ながぁ過がしでしょらな7

難い lEと はよう書きませんが今与ゐ破はぃぅ毛め年ょ11電

ポケな、1甥 しく載来る範爾ず夢埋聾堺ぁなけれιざしれえて、1

甫οげゃん {|一 、1は らずは盟鳴覇のハ国でン電轟ttケ しづ'っ
籟電減 i〔 置き罐ん鮮電ι電機 持して、:よ 貧ο

考(″凸称ン電諜では5θ甲ットの
な 41よ し 縫 OE由 電 黙 が 店 内 tcは 19ィ圃轟

`!9,θ
ワ 、vド だ っ た

の が 1多 θ彎 、v卜 l鷲 薦り緩ズず き ま し た 。 Eの し晉伊電 課とぃ 貧 」1、 1詩 は

抵品 よ fl犠 さな 、1の で 官。 そのお小 tす ず 9‐―号―が す が くよ

赫 くょうぃな《|ょ したゅそして?輔 分
^誓
量穣轟冒が26。 フ鴨

少な くな 1は した。

じ慇P電源は∫ィ国フθθθ縛し、しても畠ぃのプてが来与 i・ はんが耳ヌ

ろ畿なζヒ栞轟畿寺してお (1よ 官。それでは今 爾毛張 :lt潟 ってそテ

ましまら|:そ じて、最、1鞠 が続きまでがず自罐難くξどく、、1よ せο

ひらvブ.
夭枕 ん

贅_tくっり
なιちじ

夕たι
くZイ塚

璃″5%ク
(期‐間 6/ ～ 7/3)

|、 _|

よ|



0キ造:| llマ ォ_象
^謝
議

■ん t〔 ちはじ`ゅえ 1:一 通イ吉本轟集長の構原一成ず雪。、1っ
ypれ イ|一 通イ吉tぉ議鮮ぃれだきまして譲 [・ 島 41が しら」lざ 、
てο

虫ん施:人 としてハイ士事lま たきく分tす て4っ Fウ 洛務理二・

|メ
。「圭造(l tiフ オーム1・「オーダ

:一 メィドJで
tF万丁百天雑把 な 分嗜武ずて哺ビ 、今 回 tまキ童 ttミl響

~大

オーげ一メィドttっ ぃて書二らし鷹、、1■ 言。ttI亀
^ぉ
奢感

凰気はな遺が看ってぃろかられ毛欲し、1と 、1ら ぶげで1はな

「れぬ本当 t〔繊こしぃ毛
^tィ
午って検 い :J 

θθ

「 オン 11-ワ ン
^†
邸輪もっくてなたしぃメ ′θ

「 自分ぬ尽、、1通 11t・ィ肇って殺 し、3J   θ′

しいう撃雪がら、1ょ うtt震、、は す。

導(4奉白η tt lま

極ご「嬌約耗輪 t疇計卜合わせてバンダントとす辞論夢キ造 ll
し、lο J

|ジ形r「諸毛看って、1な、1写 日4褒えて大きな
t作 って欲 しぃ。1

日 「母ハ籠輪フ本t態評合ゎせて豪華でl弓 |っ が小 らな、1毎 日

|プ 菅T試 熱llilI:茸
:l糧

|してほし、1。 メなどハ

めt縫 金せてぃただ感ぃ馬、、it実業 =

す。

鳴
　
い

ぃ

「 母
^†
鳳輸 多本 t緯 群 合 為 せ て 畿 華で袴

弓|.静小らな、l等 膠4嚢たろ宰違車禽雹イ整ってお費し、lο』

お若線のジ等でtぉ不htし ながあ目の前でtデザィ_ン農t撼
見沐貢||し ます。二れiま赤透樺太養なら」で

1骨 鳥ヾⅢ,毎圃I唸 私ヽ砕Jが

なゝ lし たらんんねん。・ 。1と 者し評なが弓警ぃて角 |:友

普鳥れ・ 毛4妻えて殻華な†Б輪高さt押えて真ん中ぬ大きなプ
ヽ

t目ふハ :|ン グ好ケしかけて姦華でヽ 1ながあ幅 lま抑んて硬、1

くイ午場せて口ただきよむた。Eユ lま 二らしてあ轟してし寺曇

ン農 t描 ぃてぃろしきドが幸議轟、1た だきして毛轟孝やす小
です。

。

み

蓉
¨
て

きなダ
:ィ
ャぬ通なったθ

吏ん

を
つ

ま

お

し
｀

0

ヤ

す

イ

I■



0キ !1 llマ ォず亀凸ぉ議

11111与
■:η

鱗1‐ リフォ毛、ポ
l

喀βЭI餡
驚 P12・ り77″ムイ久

すリゾ)

求:ま r者 、 使が発ttて 、1穐蠅輪t暑J鷺 してほし、loよ

5ミ llザ うチ十手打ち t!ン グtバ ースt・ して∫g金 、デうチ

蟹rス急 女久駅し共 坤 ス 共次徴は轟モt3774′会っち4プ

金ずデ脅チチ t!ン クut作 :)よ て。そして5ミ tl晨舅熙恥て‖プラ
、と捕金と並バるた節 t電 ∫8金            ょ

そ〕tt∫ 9金 tは お込んていロー付 します。さちんと餓闇なく
せなヽ 1し 餓間が発えてしよぃよてοぅンデ|レな学ディンlま

回一付が終わってから魔き上げるので`かしがききません。

、魔 くときtt l,金 毛ザぅチ司卜毛同ぃょうtt廃 くし沐さ:lσへあ

うチ子 tcにバて|:金 1ま 撃や、1^ず拠 tt∧ ってしよいよてο
れた :|の難ししさが Fあ 1:そ らでな、1†Б輪 Jれ る中えんざす。

権上がで作らせて√言語きましたが、たろし豪暴がわかイ|
いぃで鷲換日キ直しず ソヽャt薦 しι=し て豪界tわ小 tlゃ すくさ
、1た だきました。

十
轟

い
チ

す

合

三

す

■

二
錢

卜

せ

3

―一縦 1■:

116彎′

鬼n澤参

琳ンヴ

〆 `,y中
 学

弓
Ｌ

諄 賞 ♪顆 リケぃ。一しt免め、



鶉 叢 鰤 褥 量∫ 辟 愈
砕 櫻 詭 綺 絣

『撫亀躊場ていなミ:颯 鰺罐みで

大きはザイャ埒炒讐ゅたは
「
ス鼈攀ので靱こ起 烏ゝ鸞基

警通も二藁ってるはマスは譲.5cttttic+ο Åきくてモrclも っし

太季くてみた感が轟って審鰯っけ場れるなマスが欲 ぃ 場と、もも

二しで作 場せて、tた だ季ました◎ヮープけでス:ま な?ス がスト
のバネ性ずはマスtりぁろ縫ゎ腱ぃホマイトぷ

「
!晶嚢覇。∫θ

しは 1島 轟たイl,,3clθ。,clと は備摩鶴ザィャザフ治脅、v卜 と、もあ]

ザイガ凸大蠅Lデ ィャモンドディ肇場せてぃにご季よし

た。
「1・
‐―ヽ―― ― ― __・ 、́

//ごぢ|ア /イ

郡

:こ ×■タ

7 ■ヽた 、

『艤偏糧儡鼈峙誹孵含了簿て

沐ンザントは警鶴黎鉤ξ颯≪矮輸ても譲は ζヽ●ユ

∫馬∫痴う、v卜 めヱ〆号l tFげ 静ットディャフんの婚ネつ‡畠輪抵j脇

っぎ†思輪、ベングントとイ筆喝ぜて、もただきまし象。ェメラレ
機、vト ザィャ権棧置ξt重 し圃

`lξ
電ブレギ?マ ィアt昴こ置鼈驚
ヽ ハ ‐ ヽ ハ ψ 、 ´ …

ハ 、 _′ ヽ _

感繍疇誹と同じヽィメープで作 甥ぜてぃ絶ざおましたっ

おり和吟沼り・
“
需D短あ鶴渉7

′2,Iよ

州P/FJttρ

本りがつ
いイ″・

勝場 豹
働 く確ぃでぃ

てしもスブイき́フ7_■
‐
7_

 ヽ  :
 ヽ    :

√),ILⅢ……L

)ゑ笏 %‐
lゝ J姜舜七Lヮリ

幌
14・ハさ

島 41社 .

|ヽ

.■
づ

フ′し′

n_11。だ21ぐ
1ヽ。もぃム2さ・こ窮|

、 二t―■■多

/が11,‰霧驚nl■ iド毯、41
妄入くをせ

驚メし ノト
3た金ハ茉さタタリ

晨}ノθ

り〕づtl争n



蝙荼瞼 ζ]写 彬 ´ 鯉 礼 玲 祓

リフ1‐lιt′女

晟邊
|ま
一蟷毛鈎金、1桂

=■
しくなぃィン年_ふ 、vト ホ¨象ペ

F二 九 又隋鼈鞣 鋳で靱 瞳覧t」

上紗 ら 雲致投鐘ぜ
i襲感が:け『ォ_― 象され亀埒井::ダ、ディャ、

が一‘
一

ジ洋チ

毬』陽

、Iマ 避

:ヽ漁 ボ

んびし

驚罐 看で甲改 tiン デ難ι・
∫二んな†藁場とィ管4で な註鼈 亀ゝ

な季ザィン轟が)ふぇられて11よ t´ ■。デザ'ィ ン茫驚轟
lま し負蹂■諄tて :iイ管嗜・てくゴす、lY、 1与

『
して`:イ季ち・ヾで

]轟 †翌輪 め が デ ィ ン島 は キ 元 t電 矛翼 4で 、1及 簿 よるう芋ひ、す

1つし`やぶ

講、鼈れゃ

歯゛Oο

■1% 輻
4マ藉い七|
牢可なつ :

ソ

`‐

澪1

一
・

・

・ヽ
、
．

一一
一

　

　

　

´

、ヽ一一一一一　　̈　・̈一．　４一

一一
一一一一一　一一　”一一一

一̈
一
．　
一一【一　
　
一」」　
（一一一一）　　
　
・

′　
′
′
‐　
　
　
　
‘／ヽ
　・１
　，
、、、ヽ

毬■ |

|  1為ト

酸 一■

〓

趣

■

・

動
一■
一摯
一

1零ダワ:

JI?7-ゑ 4久 l｀



薇叢蛯 薔ξ G丁 ■ ～ 餡 鑽 鶉跛

嚇っくれがキ憩輪 t作 る時委ftヽど すヽる]ヒ :ま お奢さんめサう

手曇F.堰:坪、ユ 野ヽf・もl輩´t雹 慇、空 t電 { うと民碩 lゝよ 貧。舞宕さん鼻

―

力7′枷

遜
｀
通マ秋
″
1ゝ
‐
専轟薔1熱了等も

´
評好しょぅしだ甕てぃ幾

『
g

露
~之
t顆 鍋ひ 《|ゃ て lヽま ら

「
イメーザ糧鉤 ちよせよで

したばデイャ毛ンピ趣に回テーザめ上 tt量 パて貶脇毛繭こ置

にドK、 1詐 〔:喫勒大∩ザデイン

『

t轟 、ヽでもポ }轟 イヽ 閥李

がで大きさと資で発縫 :l.慮 凸薦具曇1き艶豊主重_プ_型_■ビ

豊 してコンピの鍮魏爆権載し負 をヾoオ ープーメイビや寺蓋

守ォ ‐‐ム ;ま 鵞う畿 い もし震ヽわれぞ島プ甫が 、:灘 してそム′な

1慎 あ ::よ せんo

れ縫ちはお若感が意ら二じt電 ふ喫
「
麓孵して鶏 :嘔 して糧輪

ます。お奢感轟拳t奮 球́てみ驚寿4込 lゝは 大機な警分亀轟 4:

哺彙ど、や41がい鼻轟ろ獄學ず博。驚歎ul重 が爆喜讐<だ さ

金ぉ甍けむて、:る 仕暴ぬやt電 蒸デ瀞晟盛轟晨凛凄郵]め ま

バンデン許抵作 わせて、:た だζlて 埼 ::よ てο

儀来上がξ!よ 鼈れらず報壌させて、t婁 ざきます参

轟犠 致ぞ驚議 脚、亀縫
「
きま して薦 《|ダ しも世:ず 、1よ 笥ο

り
||111i

|  `] ち:

サイパ
IB率

嘲赫|し卜、ト
エiF増嘱うHダ|″だ

:

〆
‘ヽ
ヽヽ
市
）

か?:か〕i■

4轟襲 墾
し

韓

て

下

4寸

:tl

し

〔 し

省

財0

檄

齢

副
新

ギ
゛
聾
曲
講
¶

⊃
／

，

′ヽ　
一
脅
一

´
ヽ
一
′
′】́「一「

●
一
■
｝

ニ「．．
一
一

一



お客

闘する
ことが

同封

|こ菫夫

ホン 肝
馨蜃 ≫

⑫ド 憔飩憑冬颯咤ρヅ吻吻蝉鍮曰
の声警為闘か彗下さり。 魏ゅえり…遍贖を読為での感想や宝石に

買卜、こりしたうけゅえ扮―勒議ら《よもつとよ≪な轟よ、進んな
つて鱚 鏃かつた ||と が、きさいな置とが鱚 ししヽのです l

遮心屹量量弛屹量歩どなた辣諄亀慇気軽に澱便やいただけるよう
なした。魏手鐘濶り旗鸞ん。

鸞 Ю 書やE灯ト ト聰 れ綺だ‡サ 00
熔時す。よに g 鏃ヽし譲応す :

もちら

24時間

24時間

富豊ら

ホーム

フェイ

マッサ

奪譲でF楊 憔珊AX唸 睡メール、R兆七人はなです。
付FAx 輪鰤麒姜y中瘍渉―橿飩膠聰

特 メール 量購 艤亀爾量艤鬱⑬ 爵
攣 量勒機

『
m.献 務

ル が・・―ル ぬo鰈 麗蜻鶴ゝ畿魏餃綺 0冬 輌
=畿
蠅。爾機鬱 也魏

― は  駆 爾 騨 鬱 ゝ … 曇 鰊 畿
『

炒 議 麟 晰

ブック騨爾盟藝
鞭%。

響機 餞鬱褥 ootte鬱 ◎爾 ノ 憑◎冒 攣 置ぽy議 鶴畿
『
機プ

ゃんです。いよいよ夏本番ですね!暑くなりましたね。
はどのような夏バテ解消法を実践されていますか?

編集長
(丼原一成)
みずがめ座
A型

僕の夏バテ解消法は早寝早起
き、と朝のジョギング.
あと汗かいてギヨウザを食べ

て気含を入れます !たまにギ
ョウザの臭いがしてたらごめ
んなさい。気合の証です。

じゆえリーt ilさら
,

宝石 薔]暑靱腱櫻饒曰 I    I ttFe由 ng Lucky

I:ウェゴ全体から検索 I:1日 本語のベージを横索

宝石に やお釉∫!]櫛 警纂焦 して■檸議す。
お客様 声ノヽガキにないてR FAXに 、国メ嵐んで亀⑫Kで難す。

一通憾鐘脩載さ鸞でりただ!譲 ～サ。じゅえ 覧

もれなく 性の美 しさを31き 礼す宝石 &朧 時計電池交換券 プレゼ ン トで～す か
R― ―

麓爾徹畿蜆襴晰≪鱚鰤～扮∫
客様の声ノ亀ガ寺晰下鐘澱餃豊鐵をな く機があ6け どな :こかある
お卜しヽ鰺囀彗警りただき讚す。躇けてま :事前にお知らせりただ
鏃ヽい通な力ξ轟轟んです量 ]ですからお誕生画をご連絡いただいて

おろれました翁ゼ瞳じゅえ晴―いはも議で為知る管くださ懇ヽ。

らじゅ亀ふ:一通鱚編集部 Jぎ
じゅえ L 一通信編集部の面々で～す。

● 読

時々「

の字聾

きます

ない方

● こ

トミオ

みなさ

私の夏バテ
かして汗をた
すると不思議
シャキッとし
をた<さん食
と朝ぶろと朝
たら最高です

生ちゃん
原富生)
し座0型

消法は体を動
さんかきます。
ことに体が
す。後はご飯
て食後の昼寝
―ル?があつ
:



続
け
が
も
う
一２
一き
０
ま
な
。
　

一
じ
め
セ
疇
―
ひ
は
一、
一で
琴
で
●

あ
一■
が
こ
う
８
●

０
機
爾
ｒ

一
一
む
ゆ
ゆ
輔
■
ひ
饉
ら
で
０
「
●

●
あ
一■
″
一ｔ
う
８
む
一０
ま
一う
‘

あ|‐}が|こ
―
う31な131まうIFI‐■じ01党||)■いはら|ご―す

=||お
1,が IC‐う81孝|●事01■‐|け●ク|〕■|い|けら|です| ←)″|こ|う18さ10察寄|

おι)がこう8む懸ま琴: じい悦ι)二ひ蔵らむな意 銹ι)がこう謹さい議あ憲 じ籍壺進〕■か鏡|ら
―である

ぉけはな 綸:鶉秒 ξl h 嵐
咆 ´

―
鼈

麒

%
饉

緑

絣

甦
豊
瞑

ａ

で

蠅
ン

孵

覇
一蒻
鶴
が
進
う
８
．邊
ひ
書
寄
ピ

鋳

一・・一・・・・・・・・一一一一一一一一燒

一つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・●
・Ｉ

鑽

隧輻

|マ
М 了ゝξ趾辟ξ夕仄層隧鰊

吻y∫
ピ
弔∫

U～

予叩饒豚沐、

「

Su又
奪|1 己笏嘗癬鑢菫菫ξ賤拶鋳ざ蛉饉
えなれな 楼饉ζは当なけ`、趙咸

指輪慇直し
遷語癬 薔顆燎量麒鐵傷ピ跛醸蜻は陽

卜

じ
鶴

鬱

鴫

―――‐
ひ
恵
一ら

で
奪

『

あ
一彎

が

こ

う

３

ピ必木絣凩 碧
指輪サイズ直し媚,OOO岡より でなリングな鰊たアス

'71

よ 鼈

,〆

岡よ鼈凩
剛よ鼈響

腕 時計 電 池交 換 50◎岡よ 眩警
`金
量薫 ジウ レスィ呻ば し ( 足し) に

分角
[R糞熙Ms鋤饒 傷

※地盆鰊査鰤鬱鐘鰤無纏鼈lll饒ます0
×ご来店のはなど本人檬睦薇ポ檜凸鶉
(運転免許証Kは保険な)を鱚鋳らくにOl10

作つて、直越は、

録蜀笏鼈―

東大阪蕪足代理

奪施舎戒つさ

凸量番渉埒―は「

(本躍定笏屹」颯鸞稽鰤修中

心趾鬱贔

εよで磯
抒仄   鷺
襲
儘       ||


